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表1．使用したアルコールの物性
化合物名 化学式 密度（g/mL） 市販容量 価格（円）
メタノール CH3OH 0．79 500mL（99．8＋％（GC）） 740
エタノール C2H5OH 0．80 500mL（99．5％） 2，150
1‐プロパノール C3H7OH 0．80 500mL（99．5＋％（GC）） 1，300
2‐プロパノール C3H7OH 0．79 500mL（99．7＋％（GC）） 870
1‐ブタノール C4H9OH 0．81 500mL（99＋％（GC）） 1，050
直径の大きめのものが望ましい。流下をスムーズに進めるためである。充填剤の3倍の高さ分のジエチル
エーテルを流下させて充填剤中に留まっている生成油をすべてフラスコに流し出す。フラスコはあらかじ
め重量を測定しておき，濃縮後（溶媒留去後）にも重量を図りその差を生成油した脂肪酸エステルのおよ
その重量とみなした。
4．考察と結論
プロパノールとブタノールについては，精製過程を経て濃縮された生成油の重量を量ったが，メタノー
ルとエタノールについては二層に分離したので，上層のみを吸い取って重量を測定した。その結果，すべ
てのアルコールで収率が70％程度であることがわかった。
社会的には合成法の簡便さと経済面また，原料の入手のしやすさを考慮し，エステル交換反応における
アルコールとしてメタノールが用いられている。表1に，今回のエステル交換反応で使用したアルコール
の物性を示した。右端の欄には，いずれも500mL の価格を示しているが，反応終了後に二層に分離して
その後の精製が容易であったメタノールとエタノールを比較すると，メタノールの方がかなり安価であ
る。これは化石燃料から得られる水素と一酸化炭素を用いて工業的に合成することでき，市場に大量に供
給できるためと考えられる。一方，2‐プロパノールはメタノールと同じ程度に安価であるが，プロパノー
ルとブタノールは反応終了後に二層に分離しないため，反応終了後の精製に多くの手順と資材を要する。
これらの総合的な結果としてメタノールが使用されていると考えられる。
ただし燃焼性の点では，メチルエステルが炭素数が最も少なく（未燃分が少なく），エネルギーとして
はクリーンであると言える。一方で脂肪酸メチルエステルは重油なみの粘性を有し腐食性も示すこと，あ
るいはエンジンの調子や排ガスのクリーン化を保証する燃料とも言えない。今回の実験では，BDF を合
成するためにメタノールが用いられる技術的な理由を明らかにできた。今後，分岐アルコールとの反応も
行ってみたい。
参考文献
⑴ エヌ・ティー・エス，バイオ液体燃料（2007）．
⑵ エヌ・ティー・エス，バイオマスからの気体燃料製造とそのエネルギー利用（2007）．
⑶ エヌ・ティー・エス，バイオ液体燃料，pp252‐265（2007）．
エステル交換反応に用いるアルコールの炭素数の違いによる反応性の変化 243
